
   レポートの書き⽅② 

     

     レポートの段落分け 
       読み手意識、足りてる？段落分けをマスターして「伝わる」文章を書こう！ 

 〇段落分けのポイント  　　　　　　　　　　　　　　　　 

 　  ✓ 段落の最初は必ず一文字あける  　  　  　　　　 

 →文章の始めに全角スペースを入れる。　　　  　　　　　 

 　  ✓  一段落にひとつのテーマについて書く　 
 　　     　  →主張を一段落目、その根拠を二段落目…という風に段落分けしない。 

 　  ✓ ひとつのテーマのなかでは改行しない 

 　  ✓ 段落と段落の間に空白行は入れない 

        
                    
    
                       
                                            
               

   
 ✾✾✾  レポートは  パラグラフ・ライティング  で書くと効果的です  ✾✾✾ 

 〇  パラグラフ・ライティング  とは 



     　　  ※  文章の順番をパラグラフ・ライティングの形式に当てはめて書くと… 

 　⇒  文章の流れが決まり、  レポートが書きやすくなる！！ 
 　　  自分の主張が伝わりやすくなるなど、メリットがたくさんあります。 

 〇パラグラフ・ライティングのルールに則った書き方 

 「主張  →  理由」「概論  →  詳細」「抽象  →  具体」という流れで書くことを意識しよう 

 ➀ 結論や主張を第一文（トピック・センテンス）にズバリ書く 

 ➁ 第一文を支える理由や、主張の補足などを第二文に書く 

 ➂ 第三文以降に、その理由の説明や証拠を挙げて詳しく説明する 

 　　　　　　　　　　　 

 トピック・センテンスだけを読めば、  全体の内容が把握できる  つくりになる！ 

 ➥  パラグラフ・ライティングに則った書き方でレポートを書いてみると…… 

 これで合っているかな︖など、書き⽅に困ったときには 
 ライティングアドバイザーに相談︕︕ 

 こちらから予約できます           

 ピアサポ＠Libコースページへ           　 
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